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　医療福祉学部は、広い教養と豊かな人間性を有し生命の尊厳に対し深い理解を示す能力を養うととも

に、医療福祉分野の専門能力を備えた専門職としての自覚を持ち、積極的な行動のできる人材を育成す

ることを目的とする。

　①　リハビリテーション学科は、理学療法学、作業療法学、言語聴覚学、視覚機能学の各分野につい

　　て、理論及び応用の研究を行なうとともに、それぞれに十分な知識と技能を有し、医療福祉の実践

　　を担う専門能力及び豊かな人間性を備えた理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、視能訓練士等の

　　人材を育成する。

　②　看護学科は、看護学、保健学の各分野について、理論及び応用の研究を行なうとともに、それぞ

　　れに十分な知識と技能を有し、医療福祉の実践を担う専門能力及び豊かな人間性を備えた看護師、

　　保健師の人材を育成する。

　③　保健福祉学科は、社会福祉、精神保健福祉、介護福祉に関わる各分野について、理論及び応用の

　　研究を行なうとともに、それぞれに十分な知識と技能を有し、医療福祉の実践を担う専門能力及び

　　豊かな人間性を備えた社会福祉士、精神保健福祉士、介護福祉士、福祉援助等に係る人材を育成す

　　る。

【医療福祉学部】

学部の教育理念

　専門技術・知識を習得し、独自に工夫・応用できる創造性を育成する。同時に、豊かな人間性と愛

情をはぐくむ。

　専門技術の学問としての確立と研究の推進を行い、あわせて、実社会の需要に積極的に応えられる

技術と情熱をもつ人材を育成する。

　高い識見と専門技術を生かし、多様な世界と文化・技術交流に積極的に取り組むことのできる国際

性豊かな人材を育成する。

　国際社会、国家、地域社会の一員としての役割、責任を自覚し、社会に対する洞察力と問題解決能

力をもって、進んで社会貢献に参加する人材を育成する。

　地域社会との交流を活発に行い、同時に職業人の再教育、編入学、科目履修生及び社会人の受け入

れなど、生涯学習に対応する。

本学の教育理念

（１）豊かな人間性創造力の養成

（２）専門技術の研鑽

（３）国際性豊かな人材の育成

（４）社会の一員としての自覚と問題解決能力による貢献

（５）地域社会とともに発展する大学

新時代の実学を担う有為の人材を育成するために５つの教育理念を掲げ、

人間教育を重視した専門教育を実施する。
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